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研究成果の概要（和文）：本研究の核心は、日・アジア・欧におけるビッグデータやAI、ナノテクノロジー等の
新興技術を基盤とした次世代型イノベーションシステムについて、特に知識のコンバージェンス、価値創造、異
業種間のアクターの連携、技術競争力等に注目し、総合的にマクロ、メゾ、ミクロレベルにおいて分析すること
である。このために新しい指標や分析用フレームワークを構築し、次世代型イノベーションシステムに影響を与
える様々な要因を学際的手法によって明らかにした。技術経営論、技術政策論、テックマイニング、計量書誌分
析、サービスイノベーション論、進化経済論などの学際的研究アプローチを用いた多面的で重層的なアプローチ
は極めて有効であった。

研究成果の概要（英文）：The core of this research is a comprehensive analysis of next-generation 
innovation systems based on emerging technologies such as big data, AI and nanotechnology in Japan, 
Asia and Europe at the macro, meso and micro levels, with particular attention to knowledge 
convergence, value creation, collaboration between actors from different industries and the 
accumulation of technological competitiveness. New indicators and analytical frameworks have been 
developed for this purpose, and the various factors influencing next-generation innovation systems 
have been identified using interdisciplinary methods. The multifaceted and multi-layered approach 
was extremely effective in using interdisciplinary research approaches such as technology and 
innovation management theory, technology policy theory, tech mining, bibliometric analysis, service 
innovation theory and evolutionary economic theory.

研究分野： 技術経営、技術政策、イノベーションマネジメント

キーワード： Innovation System　Emerging Technologies　AI　Big data　Value　creation　International　ICT　
Convergence

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今までハードなモノ作りに関する研究は多く行われて来たが、ビッグデータや新興技術であるAI等に関した技術
経営に関する研究は少なく、方法論や理論は確立されていなかった。しかしながら我が国にとってこれらの新興
技術の効果的な利活用、ユーザにとっての価値創造の効果的なマネジメントにより、イノベーションを活性化さ
せ、競争力を高めることは不可欠である。次世代型イノベーションシステム創出サイクルを機能させるためには
国家的、セクター、企業レベルの技術経営といったダイナミズムに着目し、その共進ダイナミズムを解明するこ
とは必須である。新興技術特有のイノベーションモデルを提言することで価値創造プロセスの解明も図った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

 

ビッグデータや AI、ナノテクノロジー等の新興技術の進展により、社会全体の仕組みをも射程
に入れたダイナミックな研究が求められており、研究者は研究開始当初までに着実に研究成果
をあげて来た。 

 

(1)家電に見られるように我が国の中心的役割を果たした品質管理に基づいた大量生産型イノベ
ーションシステムの限界が指摘された。例えば我が国の強みとされている自動車産業において
も、米 IT 企業グーグルを筆頭に自動運転の開発が進み、破壊的イノベーションが起き始めてい
た。謝忠泉と宮崎は米国で行われた MOT の国際会議 PICMET 2011 で自動車分野における組
み込みソフトのイノベーションについて、機能、リアルタイム制御の度合い、知識、イノベーシ
ョンの供給源などを元にイノベーションのダイナミズムに関する研究で革新的な検証方法につ
いて発表し、最優秀論文賞を受賞した。 

 

(2)より高度な安全性を提供するために、自動車メーカーはビッグデータを活用しながら、顧客
のニーズを把握し、顧客に対して新たな価値提供が求められている。自動運転やテレマティック
サービス、ユーザに対する価値創造マネジメントが重要な課題である。Yuan Fei と宮崎（2015）
は電気自動車を対象とし、ネットワークをベースとして計量書誌学的な手法を基に技術のたど
る軌跡を見える化するためにダイナミックな方法論を提案した。 

 

(3)3.11 の後に、再利用エネルギーの普及の推進、電力業界の自由化などが行われた。電力を効
率よく制御することが求められ、電力網のネットワーク化、デジタル化などによりスマートグリ
ッドへの移行が不可欠となった。Tiecheng と宮崎、梶川はスマートグリッドの関連技術の重要
な技術進化と詳細な技術構造を分析する手法を開発し、国際会議で発表した。 

 

(4)ビジネスモデルのイノベーションや最終ユーザにとっての価値の創造が重要な課題となって
いる。スマートハウスの普及率は当時約１％未満であり、普及のためには多くの課題が存在して
いた。宮崎と西田はスマートハウスに関連しているエコシステムのアクターを対象に調査を行
い、スマートハウスが普及しない要因について明らかにした。最終ユーザに対していかに新たな
価値を創造し、提供して行くことが普及の鍵となることを指摘し、2015 年に米国とアジアで開
催された国際会議で発表し、2016 年に学術ジャーナルに掲載された。 

 

(5)ナノテクノロジーも新興技術特有の進化パターンを有している。Avila-Robinson と宮崎
(2014)は新興技術に関わるイノベーションシステムのダイナミクスについてマイクロ・ナノ加工
技術を通じて総合的に分析し、計量的に特徴づける一連の評価指標を提案した。技術政策および 

技術経営の分野の一流ジャーナルに掲載され、高く評価された。 

 

(6)ビッグデータや AI、ナノテクノロジーは単独では役に立たず、他の技術やアプリケーション
などと融合することによって人の役に立つだけでなく、知識のコンバージェンスをベースに社
会に浸透していく。Lalitnorasate と宮崎は食品企業と医薬品企業がいかにトクホ分野に参入し
て来たか知識コンバージェンスの観点から分析し、2016 年にタイで行われた国際会議
ASIALICS で発表し、最優秀論文賞を受賞した。 

 

(7)放送業界においては NHK を筆頭とし、自然災害の報道やデータジャーナリズム、SNS の分
析等にビッグデータを活用し始めていた。Ruiz-Navas と宮崎はビッグデータに関連した知識コ
ンバージェンスについて、キーワード Co-occurrence 分析を使った新な手法を開発し、2013 に
韓国で開催された国際会議 ASIALICS で発表し、最優秀論文賞を受賞した。 

 

(8)Hong と宮崎は韓国の B2B モバイルサービス分野においてパラダイムの変化が起きた 2009 

年の前と後で韓国の三大通信業者が提供していた B2B サービスの特徴の変化を元に、サービス
イノベーションのフレームワークを構築した。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、ビッグデータ等の情報通信技術や AI、ナノテクノロジーなどの新興技術を活
用して、これまでの研究成果を発展させて、ICT(情報通信技術)やビッグデータ、AI やナノテク
ノロジーをベースとして新たなイノベーションシステムやサービスイノベーションに関する技
術経営戦略について、日・アジア・欧のいくつかの事例を検証し、ユーザにとっての価値創造を
目指す「次世代型イノベーションシステム」構築のダイナミズムに関する理論及び方法論の探求
を行うことである。 



３．研究の方法 

 
日・アジア・欧におけるビッグデータや AI、ナノテクノロジーなどの新興技術をベースとした
次世代型イノベーションシステムについて、特に価値創造に注目し、総合的にマクロ、メゾ、ミ
クロレベルにおいて分析する。  
このために新しい指標や分析用フレームワークを構築し、次世代型イノベーションシステムに
影響を与える様々な要因を分析・検証する。特に知識のコンバージェンス、価値創造、異業種間
のアクターの連携、技術競争力の蓄積、など複合的な指標を元に分析を行い、新興技術特融のイ
ノベーションモデルを明らかにした上で企業や政府に政策提言を行う。 
  
技術経営論、技術政策論、テックマイニング、計量書誌分析、サービスイノベーション論、進化
経済論の学際的研究アプローチを用いることで多面的で重層的な研究を行う。 
 
マクロレベルでは日・アジア・欧における、ビッグデータや AI、ナノテクノロジーなどの新興
技術を基盤とした次世代型イノベーションシステムの価値創造戦略について総合的に分析し、
新しい評価指標、方法論を開発し、フレームワークを提言する。 
 
メゾ、ミクロレベルにおいてはメゾレベル（アクター間のネットワークやセクター、産業レベル）、
ミクロレベル（企業、研究機関などのアクターや研究開発などを行っている現場、またはプロジ
ェクト）の分析と並行して、制度的、政策的な分析を行う。 
 
具体的には、①新興技術である AI やビッグデータの技術的進化過程とその他のセクターとの知
識コンバージェンスによる価値創造の研究、② ビッグデータが放送業者に対して、どのように
利活用されているのか NHKと BBCを対象に行う実証研究、③ AIを活用した高齢者向けの支援シ
ステム開発に関するケーススタディー、④ビッグデータと AI のような新興技術とのコンバージ
ェンスを測る指標の開発、⑤航空業界におけるサービスイノベーションのアンバンドリング戦
略に関する比較分析、⑥電気自動車の技術的進化パターンを解明するための新たな指標の開発、
⑦ガソリン車から電気自動車にシフトする上での車載テレマティクスイノベーションや自動車
メーカーの技術戦略の解明、⑧マイクロ・ナノ加工技術の進化、技術経営に関する発展研究、⑨
発展途上国における、スマート農業に関するイノベーションマネジメントに関する実証研究、⑩
発展途上国ベトナムと日本におけるデジタル技術を活用したインタラクティブ博物館のユーザ
の技術受容（アクセプタンス）に関する比較研究を行い、ユーザの技術アクセプタンスモデルの
構築、⑪建設会社における PPP(Public Private Partnership)を通じたオープン・サービスイノ
ベーションに向けた組織能力の変革に関する研究 ⑫スマートグリッドのセクターの技術構造と
進化過程の分析の研究を行う。⑬スマートハウスのキーコンポネントである HEMS（ホームエネ
ルギーマネジメントシステム）を対象にコンポネント、およびシステムの共進化パターンについ
て研究を行う。 
 
各々のスタディーにおいてマクロ、メゾ、ミクロレベルの分析を行う事により、研究成果をタイ
ムリーに上位のレベルにフィードバックさせる。 
 
４．研究成果 

 

(1)EIL（高齢者の独立した生活）を支援する AI などの
技術に関する科学計量分析の手法に基づいた発展研究
を中国の研究者と行い、国や地域の研究開発力、協力
動向等を分析した。その結果、左図のようにアルツハ
イマー病や病気予測、転倒の発見、高齢者の生活行動
を支援するもの、コミュニケーションやヒアリングを
支援するための AI などのクラスターが導き出された。 
 
(2)AI の技術基盤について理解を深めた上で基盤技術
と応用技術に関するキーワードをもとに第 2 次と第３
次 AI ブームにおける AI 技術動向分析を行い、技術構
造や進化パターンまの点で違いを明らかにした。また
AI とビッグデータのコンバージェンスの分析につい
て新たな手法を開発した。コンバージェンスを測る指
標として単語、キーワードを使い、特有の問題を解決
するために、Wikipedia を使う先進的な手法を開発し、
どのような知識コンバージェンスが起きているのか明
らかにした。その結果、パターン認識、自然言語処理な
どを含む 11 の領域とビッグデータのコンバージェン



スが起きていることが明らかになった。新興技術の進化過程を分析するためには適切なサーチ
タームを選択する必要がある。自動化されたサーチタームを構築する先端的手法を開発し、その
研究成果は Scientometrics に掲載された。 

 
(3)サービスの面でコンバージェンスが起きている公的放送業界において、価値創造が行われる
過程について論文データ分析やネットワーク分析を元に、ビッグデータ軌跡と知識コンバージ
ェンスの過程の可視化を図る手法を開発した。またその手法を使い、NHK と英国 BBC のビッ
グデータ技術軌跡の比較分析を行い、国際会議 PICMET で発表した。BBC においては第 3 者
へのレコメンドや画像認識について、NHK においては過去の番組検索、AR(Augmented 

Reality)を使った番組制作などに関するビッグデータの活用が見られることが明らかになり、研
究成果をタイで開催された ITS(International Telecommunication Society)の国際会議で発表し
た 

 
(4)Yuan Feiと宮崎は電気自動車のダイナミックな進化を解明するために計量書誌分析をベース
に関連技術の軌跡を分析する新た手法を開発し、研究成果は International Journal of 
Innovation and Technology Management に掲載された。 
 
(5)PPP/PFI（Public Private Partnership）によるオープンイノベーションを目指した日本の建
設業界における組織能力のダイナミクスについて研究を行った結果、技術能力、プロジェクト能
力、およびコラボレーション能力等の組織能力により構成されている能力開発のモデルを特定
した。本モデルは特に一般ユーザのニーズを満たすサービスの提供に関して、プロジェクトベー
スの企業の長期的な能力蓄積の事例を理解および比較するための理想的アプローチとして見な
すことが出来る。研究成果はジャーナルに掲載された。 
 
(6)航空業界（ANA とアイスランド航空）におけるプラットフォーム戦略およびサービスイノベ
ーションに関する比較研究を行った。その結果、サービスイノベーションにおけるアンバンドリ
ングに影響を与える促進要因と阻害要因、およびプラットフォーム戦略などが明らかになり、国
際会議 ASIALICSで発表した。 
 
(7)VW(Volkswagen 中国)に焦点を当て、同社が電気自動車 EV にシフトする上でどのように変貌
を遂げたかについて、トップマネジメントの戦略、技術コンピタンス、組織、共通モデュールプ
ラットフォームの管理等の観点から VW 中国のキーパーソンとのインタビューや特許分析も併用
し分析した。また同時に VW が中国から何を学んで来たのかについて定性的手法で分析を行い、
分析結果を国内の学会で発表した。 
 
(8)IoT（インターネットオブシングス）を活用したスマート農業において、フルーガルイノベー
ションを採用する際の技術経営について、農業用機器分野に参入したベトナムのベンチャー企
業３社のケーススタディーを行った。またデジタル化が浸透しているインタラクティブ博物館
の訪問者を対象に訪問者の技術受容（技術アクセプタンス）について、ベトナムと日本の比較研
究を行い、国際会議 ASIALICS で発表した。 
 
(9)新興技術システムにおけるアクターの役割について、ナノテク分野の POCデバイスを対象に、
メキシコの大学の研究者と共同研究を進め、2023 年 7 月にメキシコで開催される MOT の国際会
議 PICMETで発表する論文が受理された。 
 
(10)日独のスマートハウスの標準化戦略を比較した上で、スマートハウスのキーコンポネントで
ある HEMS(ホームエネルギーマネジメントシステム)とスマートハウスの共進化パターンについ
て実証分析を行い、米国で行われた MOTの国際会議 PICMETで発表した。 
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